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市
役
所
組
織
の
一
部
を
改
革

定
住
・
移
住
の
促
進
に「
い
い
や
ま
住
ん
で
み
ま
せ
ん
課
」

企
業
誘
致
の
更
な
る
強
化
に「
商
工
課
」

旅
産
業
の
推
進
、広
域
観
光
の
強
化
に「
観
光
課
」

  

市
議
会
９
月
定
例
会
か
ら

補
正
予
算
案

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
額
は

約
１
億
４
０
２
９
万
円
の
減
額

と
な
り
、こ
れ
に
よ
り
平
成
18
年

度
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
約

１
５
１
億
５
９
９
１
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
特
別
会
計
で
は
、
制
度

改
正
に
伴
い
出
産
育
児
一
時
金
が

25
万
円
か
ら
30
万
円
に
増
額
し

た
こ
と
に
よ
る
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
の
補
正
な
ど
、
合
計

で
約
１
億
４
５
８
０
万
円
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

  

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
飯
山
市
国
民
保
護
計
画
策
定

事
業（
72
万
円
）…
国
民
保
護

法
に
基
づ
く
計
画
策
定

▽
扶
助
費（
１
１
９
２
万
円
）…

医
療
費
扶
助
の
増
額

　
９
月
28
日
に
招
集
さ
れ
た
市
議
会
９
月
定
例
会
は
21
日
間
の
会

期
で
審
議
が
行
わ
れ
、
平
成
17
年
度
一
般
・
特
別
会
計
決
算
な
ど
、

上
程
さ
れ
た
38
議
案
は
す
べ
て
認
定
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
岳
北
広
域
分
担
金

（
１
億
５
９
２
６
万
円
の
減
額
）

…
新
ク
リ
ー
ンセン
タ
ー
建
設
費

分
の
減
額

▽
企
業
誘
致
対
策
事
業

（
１
２
６
万
円
）
…
ア
ン
ケ
ー
ト

等
に
よ
る
企
業
情
報
収
集
委
託

▽
除
雪
対
策
事
業（
４
０
９
９
万

円
）…
除
雪
委
託
料
等

▽
市
営
住
宅
環
境
整
備
事
業

（
８
９
６
万
円
）…
譲
受
住
宅
整

備
等

▽
木
島
保
育
園
屋
根
改
修
事
業

（
４
０
０
万
円
）…
老
朽
化
に
よ

る
修
繕

▽
公
立
学
校
建
築
物
耐
震
改
修

等
事
業（
６
２
９
万
円
）…
耐
震

診
断
業
務
委
託

▽
小
中
学
校
営
繕
事
業

（
８
７
２
万
円
）
…
第
二
中
学
校

の
降
雪
期
迂う

か
い回
路
整
備
等

条
例
案　
総
数
６
件

▽
飯
山
市
国
民
保
護
協
議
会
条

例
…
平
成
16
年
９
月
に
国
民
保

護
法
が
制
定
さ
れ
、
市
町
村
国

民
保
護
協
議
会
の
設
置
が
定
め

ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、飯
山
市
国

民
保
護
協
議
会
の
組
織
お
よ
び

運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の

▽
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
等

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
…「
飯
山
市

自
立
の
た
め
の
計
画
書
」に
基
づ

補
正
予
算
・
条
例
・
人
事
案
な
ど
38
議
案
を
可
決

　  総合福祉センターの移転は分散型に 
新施設の整備方針を石田市長が表明

　
北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
周
辺

整
備
に
伴
い
、
新
し
い
施
設
へ

の
移
転
・
整
備
に
向
け
検
討
が

行
わ
れ
てい
る
飯
山
市
総
合
福

祉
セン
タ
ー
。

　
市
議
会
６
月
定
例
会
で
は
、

須
多
ヶ
峰
へ
現
施
設
と
ほ
ぼ

同
等
の
施
設
を
一
体
的
に
移

転
建
設
す
る
と
の
方
針
が
示

さ
れ
ま
し
た
が
、石
田
新
市
長

の
も
と
計
画
に
つ
い
て
見
直
し

が
行
わ
れ
、こ
の
９
月
議
会
に

お
い
て
新
し
い
方
針
が
表
明

さ
れ
ま
し
た
。

　

石
田
市
長
は
、
現
施
設
の

移
転
に
つ
い
て「
飯
山
市
を
支

え
て
き
た
お
年
寄
り
への
恩
返

し
を
し
た
い
。ま
た
既
存
施
設

等
を
活
用
し
、で
き
る
だ
け
経

費
削
減
を
図
り
た
い
」と
述
べ
、

介
護
事
業
を
行
う
施
設
は
須

多
ヶ
峰
へ
新
た
に
建
設
、そ
の

他
の
事
業
施
設
は
空
き
施
設

や
市
街
地
の
空
き
店
舗
を
活

用
す
る
こ
と
で
検
討
を
進
め
て

い
く
と
の
、新
た
な
方
針
を
打

ち
出
し
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
度
末
ま
で
に
は

取
り
壊
し
を
含
め
事
業
を
完

了
し
た
い
考
え
で
、今
後
こ
れ

ら
の
方
針
に
沿
っ
た
具
体
的

な
検
討
を
行
ってい
き
ま
す
。

9 月議会から
　 新クリーンセンターの建設方針を確認
　新クリーンセンターについては、建設地として岡山地区藤沢
が既に決定しています。しかし平成 17 年に岳北広域行政組
合が提出した計画書は、県でストップし国へ進達されず着工
が遅れており、当初予定の平成 19 年 4月の稼動が 2 年遅
れてしまう状況です。このことについて岳北広域行政組合の組
合長でもある石田市長から、今後の方針が表明されました。
 「地元の皆さんとの約束は19 年 3月まで。これまでのご苦労、
ご協力を考えると、19 年 4月以降の延長はとても不可能な地
元感情」としながらも、「稼動が 2 年遅れてしまうことは現実。
現施設を２年間延長して使わせていただく以外に現実的な選
択肢はなく、何とか 2 年間限定の延長をお願いしていきたい」
と述べました。
　議会終了後、同組合は、ごみ減量の一層の推進と入札改
革による建設費の削減など、計画書の内容の見直しを行い、
11月1日に県へ再提出。翌 2日には環境省へ進達されました。
　今後は地元区へ現施設の稼動延長をお願いしながら、藤
沢での2 年内の建設を進めていく方針です。

き
、
特
別
職
の
職
員
の
給
料
月

額
の
特
例
措
置
の
期
間
を
延
長

す
る
た
め
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の

事
件
案　
総
数
６
件

▽
財
産
の
譲
渡
に
ついて
…
旧
瑞

穂
保
育
園
の
建
物
を
社
会
福
祉

協
議
会
に
無
償
譲
渡
す
る
こ
と

に
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

人
事
案　
総
数
２
件

▽
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
…
服
部
質

▽
教
育
委
員
会
委
員
…
土
屋
稔

決
議（
議
員
提
案
）

▽
北
朝
鮮
の
核
実
験
に
強
く
抗

議
す
る
決
議

　

飯
山
市
で
は
今
年
度
か
ら
本

格
的
に
自
立
に
向
け
た
取
り
組

み
を
始
め
て
い
ま
す
。
そ
の
取

り
組
み
を
更
に
強
力
に
推
進
し

て
い
く
た
め
、
11
月
か
ら
組
織

機
構
の
一
部
を
改
革
。
新
た
な

体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

特
に
今
回
の
組
織
改
革
で
推

進
す
べき
課
題
は
、「
産
業
振
興
」

と「
新
幹
線
効
果
に
よ
る
人
口

増
加
の
た
め
の
対
策
」。

　

飯
山
市
に
と
って
企
業
誘
致
、

移
住
定
住
の
促
進
、
観
光
客
の

増
加
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大

は
自
立
の
た
め
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
キ
ー
ワ
ー
ド
。
将
来
に
夢

の
描
け
る
飯
山
市
を
目
指
し
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

旅
産
業
室

商
工
課

・
商
工
振
興
係

商
工
観
光
課

・
商
工
振
興
係

・
観
光
係

観
光
課

・
観
光
係

・
旅
産
業
係

い
い
や
ま

住
ん
で
み
ま
せ
ん
課

総務部 経済部

経済部
建設水道部

改
革
前

改
革
後

組織改革のポイント
■商工観光課を 2 課体制に
総務部旅産業室の観光・産業部門を観光課・商工課にそれぞれ統合。
産業振興部門は、課題と組織体制を統一し目的を明確化。
■建設水道部に人口増対策部門を設置
都市計画課・新幹線駅周辺整備室・土地開発公社・経済部と連携し、
新幹線開業をにらんだ人口増加対策の推進を行う「いいやま住んでみ
ません課」を設置。

新
設
さ
れ
た
課
の
ご
案
内（
す
べて
２
階
に
あ
り
ま
す
）

▼
いい
や
ま
住
ん
で
み
ま
せ
ん
課 

内
線
２
９
９
▼
商

工
課 

商
工
振
興
係 

内
線
２
１
１
▼
観
光
課 

観
光

係 

内
線
２
３
１
、旅
産
業
係 

内
線
２
３
２・２
３
３

11月1日より

　

10
月
18
日
、
臨
時
教
育
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
新
し
い
飯
山

市
教
育
長
に
、
前
総
合
学
習
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
公
民
館
長
兼
図

書
館
長
の
土
屋
稔
氏
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。　

  

新
教
育
長
に
土
屋
氏
を
選
任

　　飯山市教育長
　　  土屋 稔 氏
　昭和 19 年 1月3日生
　　　　（62 歳）

  

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
新
体
制

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
の
新
しい
体
制
が
次
の
と
お
り

決
ま
り
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ

し
ま
す
。（
敬
称
略
）

▼
委
員
長

　
　
湯
本 

隆
之（
野
坂
田
）

▼
同
職
務
代
理
者

　
　
中
沢 

廣（
下
水
沢
）

▼
委
員
…
服
部 

質（
中
条
）

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
は
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者

が
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
登
録

事
項
に
つい
て
、
審
査
の
申
し
出

を
し
た
場
合
に
、こ
れ
を
審
査
決

定
す
る
機
関
で
す
。

　新委員長
 湯本 隆之 さん

募
集
職
種

学
校
図
書
館
司
書
業
務
嘱
託
員

募
集
人
数　
１
名

受
験
資
格　
図
書
館
司
書
資
格

を
有
す
る
も
の

試
験
内
容

書
類
審
査
お
よ
び
面
接

合
格
発
表　
本
人
に
直
接
通
知

採
用
期
日  

平
成
19
年
４
月
１
日

雇
用
期
間　
原
則
１
年
間

賃
金
・
休
暇
等　
飯
山
市
嘱
託

職
員
就
業
規
程
に
よ
る

応
募
締
切
お
よ
び
提
出
書
類

　

12
月
８
日
㈮
ま
で
に
自
筆
履

歴
書（
写
真
貼
付
）を
子
ど
も

課
学
校
教
育
係
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。試
験
日
時
等
は
追
っ

て
通
知
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
子
ど
も
課
学
校

教
育
係
（
☎
�
３
１
１
１
内
線

３
６
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

「
学
校
図
書
館
司
書
」
嘱
託
職
員
を
募
集

※組織の改革等に伴う
人事異動の内容は、４
ページに掲載しました


